
脳卒中片麻痺患者のリーチ動作の再構築
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リーチ動作と上肢挙上

上腕二頭筋の筋活動



リーチ動作：上腕二頭筋の役割
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挙上動作：上腕二頭筋の役割
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上腕二頭筋の特徴：紡錘状筋

紡錘状筋 羽状筋

Bruce M. Carlson , in The Human Body, 2019

川上泰雄:運動中の筋線維収縮動態,バイオメカニズム学会誌,27,No2,67-71.2003
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筋線維長の変化と力の関係

Thomas J. Burkholder, et al;Relationship between muscle fiber types and sizes and muscle 
architectural properties in the mouse hindlimb.Journal of morphology.221:177-190, 1994  
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上腕二頭筋の運動単位の動員順序の変化

屈曲

屈曲+回外運動

屈曲+回内保持

TER HAAR ROMENY et al. Changes in Recruitment Order of Motor Units in the Human Biceps Muscle . EXPERIMENTAL NEUROLOGY 78,360-368 .1982



上肢挙上と上腕二頭筋

村井肇他.上肢挙上時における上腕二頭筋の関与について.肩関節20巻 9-12,1996.



急性期

亜急性期

対照群

急性の時点（平均
= 脳卒中後9日）で
到達タスクを実行し、
次に亜急性の時点
（平均 = 脳卒中後
109日）

脳卒中後の最初の数ヶ月間の上肢の筋肉の活性化と回復

AD =三角筋前部、PD =三角筋後部、BIC =上腕二頭筋、TRI =上腕三頭筋、WF =手首屈筋、WE =手首伸筋

Joanne M. Wagner et al.Upper Extremity Muscle Activation during Recovery of Reaching in Subjects with Post-stroke Hemiparesis. Clin Neurophysiol. 2007 January ; 118(1): 164–176



到達運動実施
脳と筋肉の繋がりが不十分である可能性を示唆

脳卒中後のリーチ時の皮質-筋接続の弱化

上腕二頭筋



運動中の触診



全体像・イメージ



全体像・イメージ
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上腕二頭筋の大枠と境界



Arthur W English et al. Compartmentalization of Muscles and Their Motor Nuclei: The Partitioning Hypothesis. Physical Therapy 73.1993

筋の区画・区分に対する神経メカニズム



２関節筋に多数存在す
る運動神経は、
異なる筋区画・筋線維
に対して神経支配・コ
ントロールをしている。

上腕二頭筋の区画コントロールのイメージ



運動中の触診

上腕二頭筋を細分化して
筋収縮の確認をおこなう。

筋収縮のタイミング・部位
切り替え時の変化を注意しな
がら触診。



エコー：肘屈曲
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エコー：上肢挙上
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エコー：リーチ
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治療１

長軸方向に伸縮を強調して筋へダイレクトに介入。
臨床において遠位の伸縮性低下も多く、遠位をダイレクトに伸縮させていく。

上腕二頭筋の内側と外側のエッジを把持
長頭と短頭分岐部あたりを動かしていく。

短頭の伸縮・粘弾性の低下が多いため、短
頭方向へと動かしていくのも良い。

固定

動かす

肩の回旋が入
らないように



治療２
肘の屈曲から実施。肘の屈曲を自動介助でアシストしながら繰り返す。
回内と回外は収縮しやすい方向で。近位と遠位の収縮を感じる。

筋収縮を感じなが
ら方向を探す

上腕二頭筋を
引き出す

上腕二頭筋を近
位へ押し込む

肘の屈曲から実施。肘の屈曲を自動介助でアシストしながら繰り返す。
回内と回外は収縮しやすい方向で。近位と遠位の収縮を感じる。



治療３

まずは、
上腕二頭筋を
把持する

上腕二頭筋を
少し近位方向
起始方向に
持ち上げて
張力を変化
させます

求心性収縮

完全伸は
しない

上腕二頭筋を中心にリーチ動作の構成をたてて反復。上腕二頭筋を把持して
肘の屈曲の反復から、肩の屈曲＋肘の伸展へと展開。
上腕二頭筋の近位と遠位での収縮が確認できる範囲でリーチを実施。
手を遠くにすればするほど上腕二頭筋の筋収縮は必要となるため課題調整は必要。
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リーチ運動において
上腕三頭筋の
役割と触診から
アプローチ




